
平成 29 年 6 月 16 日参議院予算委員会議事録 

 

○松沢成文君 無所属クラブの松沢成文でございます。 

 総理、今通常国会最後の質問者ですので、よろしくお願いします。 

 私は、今国会いろんな審議がありましたが、一つ大変残念なことがございます。

それは、東京オリンピックに向けても大変重要な準備であります受動喫煙防止対

策の法案が今国会、提案されませんでした。 

 総理は、一月の施政方針演説でも、受動喫煙対策を徹底していきますと宣言を

いたしました。そして、三月二十四日の予算委員会で、私の質問に対して、今国

会でオリンピックを開催する上で御理解いただける案を取りまとめて提出してい

きたい、こうおっしゃいました。にもかかわらず、今回法案が提案されなかった。

このままでは、ラグビーワールドカップやオリンピックに間に合いませんよ。 

 これ、政府の最高責任者としてどうお考えでしょうか。 

○内閣総理大臣（安倍晋三君） 法案の調整状況については厚労大臣から答弁さ

せたいと、このように思いますが、まさに、オリンピック・パラリンピックに向

けて世界に恥ずかしくない対応を取っていきたいと、このように現在も考えてお

ります。 

○松沢成文君 総理、たばこの問題だからといって、ちょっと煙に巻かないでく

ださい。 

 この法案は、東京オリパラに向けてスモークフリーオリンピックを実現しよう

と内閣官房に受動喫煙防止対策強化検討チームというのを設けて、内閣官房の下

に関係省庁が集まって、政府を挙げて取り組む体制をつくって推進してきたんで

すね。で、話合いの過程の中で、厚労大臣と自民党の調整がもう暗礁に乗り上げ

てしまって、つっとってしまっていると。ここが総理の出番じゃないですか。厚

労大臣とそして自民党の政調会長を呼んで、何やっているんだと、これじゃ法案

出ないぞと、こういう方針でいけといってきちっとリーダーシップを取るのが総

理の役目なんです、これ。政府を挙げてやっている法案なんですから。 

 これ、総理、何にもここ動かなかった、これはトップとしてのリーダーシップ

の放棄じゃないですか。いかがでしょうか。 

○内閣総理大臣（安倍晋三君） まさに今、松沢委員が言われたように、党とも、

党の政策の責任者である茂木政調会長と塩崎厚労大臣がしっかりと、これは官房

長官等が調整をいたしまして話合いを行ったところでございますが。 

 現在、与党と厚生労働省において実効性のある成案を得られるよう精力的な議
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論を進めていただいているところでありまして、調整がこれ暗礁に乗り上げてい

るわけでは決してないわけでありまして、更にいま少し時間が必要であるという

のが私の認識でございまして、受動喫煙対策は政府・与党を挙げて取り組むべき

課題であり、最終的に内閣として成案を得て国会に法案を提出すべく全力を尽く

していく考えでありまして、決して私が責任を放棄しているわけではないわけで

ございまして、しっかりと更に、更に精力的に党と厚労省側が最終的な結論を得

るように全力を尽くしていく。 

 大臣に対しましても、結論を得るように全力を尽くせと、こう叱咤していると

ころで、叱咤激励をしているところでございますし、また、政調会長にも、とに

かく塩崎大臣ととことんしっかりと調整して結論を得るようにという指示はして

いるところでございますが、まだ暗礁に、繰り返しになりますが、暗礁に乗り上

げているわけではなくて、船はまだしっかりと進んでいっていると、このように

考えております。 

○松沢成文君 総理、そんなゆっくり時間を掛けていたら、ワールドカップ、オ

リンピックに間に合わないんです。この法案は少なくとも二年周知期間が必要だ

と言われているんですよ。だって、皆さん準備しなきゃいけないですからね。そ

れから、罰則付きの法案なんだから、周知期間絶対必要なんですよね。このまま

でいったら小田原評定でしょう。だって、厚労省は、世界基準にのっとって、原

則、飲食店も含んで禁煙でいこうと言っているんです。一方、自民党の案は、受

動喫煙防止対策は重要だけど、分煙で十分でしょうという案ですから、全く理念

が違うわけですよ。それでずっと話合い続けてと言っていったら、もう完全に間

に合いませんよね。是非とも、こここそ総理の出番ですよ。岩盤規制に挑戦する

んなら、岩盤のたばこ利権にも挑戦しなきゃ駄目ですよ、総理。 

 さあ、そこでもう一点伺いますけれども、これ、東京都議団ですね、今度の都

議選で受動喫煙防止条例作ると言っているんです。これ、都議団は原則禁煙のを

作ると言っているんです。でも、国会の自民党たばこ議連は、分煙でいいと言っ

ているんです。こういうのこそダブルスタンダードと言うんですよ。政党の中で

全く、選挙に向けていいこと言っちゃって、一つの見解がないわけですね。 

 さあ、そこで、総理、一部の自民党の議員の方からは、東京五輪のためにやる

なら国じゃなくて都でやればいいという突き放したような意見もあるそうですけ

れども、今後は、じゃ、地方自治体に丸投げしちゃうんですか。それとも、国が

責任を持って次期臨時国会までに成案をまとめて必ず提案すると、そういう覚悟

はあるんですか。いかがでしょうか。 
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○内閣総理大臣（安倍晋三君） これは、しっかりと国が責任を持って成案を得

てまいります。今、松沢委員が指摘された意見等々は、これは大分調整が進む前

の状況だろうと、このように思います。いろんな、自民党、議員の数も多いです

から、様々な多様な意見があるわけでありまして、ダイバーシティーですね、多

様な意見がありますが、しかし、最終的にはしっかりとこれは意見を集約させた

いと、こう思っています。 

 繰り返しになりますが、これは暗礁に乗り上げてはいないわけでありまして、

船はしっかりと、ただ、中で船頭さんが何人かいるということはありますが、し

かし、最終的には、これはあと、あとちょっと、あとちょっとまで来ている、あ

とちょっとだろうと、こう思いますので、そこは最終的に党も、党側もこれお互

いが納得するということが大切ですから、最後はちゃんと納得を得て、ちゃんと

実施できると、関係者の方々もよく理解をしていただいて、これなら実施できる

ということになるように最大限の努力を重ねていきたいと、このように思います。 

○松沢成文君 船頭がたくさんいてまとまらないんだったら、その船頭を集めて、

この方向で行こうとまとめ上げるのが総理の役目でしょう。それ、やっていない

じゃないですか。 

 さあ、厚労大臣、自民党との協議が決裂してしまった最大の原因は何と考えて

いますか。次期国会に再びチャレンジする覚悟はあるんでしょうか。その場合は

自民党のたばこ議連の反対を突破しなければ成就できないと考えますが、今回の

反省を踏まえてどのような方針で臨みますか。 

○国務大臣（塩崎恭久君） 暗礁に乗り上げたという御指摘でございますけれど

も、自民党とはこれまで議論を確かにいろいろやってまいりました。望まない受

動喫煙はなくすという考え方では一致をしているわけでありますし、一致をして

いる点もある一方で、先ほど御指摘のように、受動喫煙の被害が最も多く受ける

飲食店、この扱いで意見の一致を見られなかったということであります。 

 そうはいいながら、自民党というのは、もう御案内のように、最初はいろいろ

あっても最後はまとまるということがある懐の深い政党でありますから、議論を

尽くせば分かり合えると。そういう意味で、議論を尽くすことが私は大事だとい

うふうに思っており、次期国会への法案提出を目指して自民党側と誠意を持って

今後とも引き続き協議を続けていくと、そういうことで成案を得たいというふう

に考えております。 

 厚労省は、何しろ、健康を確保して、全ての国民の命を守り、子供たちの未来

を守るというためにあらゆる望まない受動喫煙をなくしていくということでござ
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いますので、引き続いて努力をしてまいります。 

○松沢成文君 私は、厚労大臣のポリシー、固いポリシー、敬意を表しているん

ですよ。やっぱり国際基準のものをきちっと作らないと、もう穴だらけの法案作

ったって実効性もないし、頑張ってほしいんですよ。 

 厚労大臣は次の国会でやるとおっしゃった。総理、厚労大臣に続けさせてくだ

さいね。これ、塩崎さん以外の方が、塩崎さん以外の方が厚労大臣になったって、

すぐ自民党と妥協しちゃって穴だらけの法案になっちゃうんですよ。 

 だから、総理、塩崎さんをどう評価されているか、そして、次の国会でもこの

法案を通すために塩崎厚労大臣を信任してやっていただけるか、御意見をお聞か

せいただきたいと思います。 

○内閣総理大臣（安倍晋三君） 塩崎厚労大臣の厚労大臣としての仕事について

は高く評価をいたしております。 

 また、この問題についても、残念ながら国会はここで閉じるわけでございます

が、しかし、まだ自民党との、自民党との議論は続いているわけでございますの

で、責任を持ってまとめていただきたいと、このように考えている、言わばこの

問題についてまとめていただきたいと、こう思っている次第でございます。 

○委員長（山本一太君） 時間です。 

○松沢成文君 時間です。終わります。どうもありがとうございました。 
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